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紅
葉
の
季
節
で
す
。 

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
の
効
果

が
出
る
ま
で
に
二
週
間
ほ
ど
か
か
り

ま
す
。
流
行
が
始
ま
る
前
に
接
種
す
る

の
が
よ
い
で
す
。 

そ
し
て
日
常
生
活
で
で
き
る
予
防

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 一 

感
染
経
路
を
た
つ 

・ 

外
出
を
ひ
か
え
る 

・
マ
ス
ク
を
す
る 

・
湿
度
は
五
十
～
六
十
％ 

・
う
が
い
、
手
洗
い
を
す
る 

 

二 

抵
抗
力
を
あ
げ
る 

 
 

・
十
分
に
休
養
を
と
る 

 
 

・
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
す
る 

 

 
 

  
 

 

睡
眠
へ
の
ケ
ア 

  

疲
労
を
回
復
す
る
た
め
に
休
養
を

と
り
ま
す
。
休
養
に
は
、
休
息
・
休
憩
・

睡
眠
・
保
養
が
含
ま
れ
ま
す
。 

 

睡
眠
は
休
養
の
典
型
的
な
も
の
で
、

日
常
生
活
で
消
費
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
補
給
し
、
明
日
へ
の
活
動
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
蓄
積
さ
せ
ま
す
。 

 
 

 

不
眠
と
は
、
睡
眠
不
足
の
た
め
に
身

体
的
・
精
神
的
に
支
障
を
来
し
て
い
る

と
本
人
が
判
断
す
る
状
態
で
す
。
寝
付

き
が
悪
い
「
入
眠
障
害
」
が
最
も
多
く
、

他
に
は
、
睡
眠
が
浅
い
「
熟
眠
障
害
」
、

夜
中
に
目
が
覚
め
る
と
な
か
な
か
眠

れ
な
い
「
中
途
覚
醒
」
、
早
く
目
が
覚

め
て
眠
れ
な
い
「
早
期
覚
醒
」
、「
全
睡

眠
時
間
の
短
い
も
の
」
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

不
眠
が
続
く
と
、
め
ま
い
や
頭

痛
、
倦
怠
感
、
活
動
の
低
下
が
現
れ
、

情
緒
不
安
定
と
な
り
、
心
身
の
疲
労

や
抵
抗
力
の
低
下
に
よ
る
疾
病
の

発
生
・
悪
化
・
回
復
遅
延
・
事
故
な

ど
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。 

 

睡
眠
へ
の
援
助 

 

①
照
明
が
ま
ぶ
し
く
な
い
よ
う
に
配

慮
し
、
室
内
の
温
度
・
湿
度
の
調
整

を
す
る 

②
ベ
ッ
ド
や
寝
具
の
選
択
・
工
夫
を 

 

保
温
と
姿
勢
の
保
持
が
適
切
に
な

る
よ
う
配
慮 

③
体
の
圧
迫
を
さ
け
る 

④
日
中
は
運
動
・
リ
ハ
ビ
リ
を
取
り
入

れ
、
適
度
の
疲
労
感
を 

⑤
空
腹
や
飽
食
は
さ
け
る 

⑥
精
神
的
な
興
奮
や
不
安
は
さ
け
る 

 

 


